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吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
生
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

　

こ
の
た
び
、
本
学
C
棟
2
階
に
、

学
生
た
ち
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

営
業
は
木
曜
日
と
金
曜
日
の
午

後
3
時
30
分
か
ら
午
後
6
時
30
分

で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
も

可
能
で
す
。
食
品
加
工
サ
ー
ク
ル

に
所
属
す
る
学
生
た
ち
に
よ
る
、

挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
や
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
な
ど
の
軽
食
を
、
ぜ
ひ
お

召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

▽
営
業
日
時　

木
曜
日
・
金
曜
日

午
後
3
時
30
分
～
6
時
30
分

　

た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
変
更
ま

た
は
休
業
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
場
所　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
C
棟
2
階

▽
メ
ニ
ュ
ー　

珈
琲
３
５
０
円
～
、

軽
食
２
５
０
円

※
セ
ッ
ト
の
場
合
は
１
０
０
円
引

問
同
大
事
務
室
☎
42
・
４
７
０
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会

三
田
青
果
さ
ん
が
寄
附

熊
本
県
・
平
成
音
楽
大
学
へ
募
金
を
寄
付

社
や
事
業
所
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、島
内
３
市
消
防
団

と
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
で
構

成
す
る
淡
路
地
区
消
防
協
議
会
で

は
、勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
に

配
慮
し
て
い
る
事
業
所
を
「
消
防

団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
、

「
表
示
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
今
年
新
た
に
次
の

２
事
業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
※
順
不
同
・
敬
称
略　
　

　

地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団
の

活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し

て
い
る
現
在
、全
国
で
も
消
防
団
員

の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
い
う
状
況

の
中
、緊
急
時
の
消
防
団
員
の
出
動

や
活
動
に
お
い
て
は
、
勤
務
先
の
会

◆
太
田
土
建
株
式
会
社
（
志
知
）

◆
藤
原
電
工
株
式
会
社
（
神
代
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、
災

害
時
の
出
動
に
際
し
、
消
防
団
活

動
へ
の
配
慮
に
取
り
組
ん
で
い
る

な
ど
、
協
議
会
の
協
力
事
業
所
認

定
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
か

ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

▲11月14日、２事業所に表示証が手渡されました

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
の
伝
達
式

◆
小
学
校
の
部
入
賞
者 

※
敬
称
略

▼
最
優
秀
賞 

赤
松  

輝
（
北
阿
万
）

▼
優
秀
賞 

澤
内 

祥
希（
西
淡
志
知
）

▼
優
秀
賞 

山
下 

莉
世
（
阿
万
）

▼
優
秀
賞 

上
田 

は
な
（
倭
文
）

▼
佳　

作 

近
藤 

愛
唯
（
北
阿
万
）、

壽
圓 

茉
歩
（
倭
文
）、
高
島 

綾
乃

（
湊
）、
中
野 

喬
佳
（
北
阿
万
）、

天
野 

更
咲
（
榎
列
）、片
山 

涼
（
阿

▲寄附された三田青果の青山巽哉社長（左）▲チャリティ募金を手渡す音楽によるまちづくり実行委員会▲学生らが運営するカフェ

▲来場者でにぎわうキャンパス ▲焼き鳥を焼く学生たち ▲演奏を披露する軽音楽部
　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
め
ざ
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表

会
」
が
11
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
小
中
学

生
の
作
文
３
５
０
点
の
中
か
ら
優

秀
作
品
19
点
が
選
ば
れ
、
受
賞
者
に

よ
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

員
会
主
催
の
熊
本
地
震
復
興
記
念

「
第
４
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
」
で
、
出
演
者
や
観
覧
者

ら
か
ら
い
た
だ
い
た
収
益
金
及
び

募
金
の
合
計
20
万
５
５
６
９
円
が
、

10
月
22
日
に
平
成
音
楽
大
学
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
現
在
、
比
較
的
被
害

の
少
な
か
っ
た
建
物
を
使
っ
て
授

業
を
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
出
田

敬
三
学
長
は
「
教
育
環
境
を
整
え

る
た
め
に
も
こ
の
寄
付
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
８
月
11
日
に
実
施
し
た

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

万
）、
秦 

暖
貴
（
榎
列
）

◆
中
学
校
の
部
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞 

川
島 

妃
奈
（
南
淡
）

▼
優
秀
賞 

森
田 

陽
菜
（
南
淡
）

▼
優
秀
賞 

原  

眸
（
西
淡
）

▼
佳   

作 

山
野 

珠
菜
（
倭
文
）、

小
森 

羽
純
（
倭
文
）、
北
崎 

愛
乃

（
三
原
）

◆
特
別
賞
▼
更
生
保
護
女
性
会

長
賞 

稲
井 

歩
美
（
八
木
）
▼
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
長
賞 

刑
部 

優
芽
（
三
原
）

▲発表会での記念撮影

　

11
月
６
日
、
開
設
４
年
目
を
迎

え
、
初
め
て
の
学
園
祭
「
く
に
う

み
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
三
原

志
知
太
鼓
ク
ラ
ブ
「
志
童
」・
学
内

軽
音
楽
部
・
淡
路
三
原
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
や
外
国
語
学
部

に
よ
る
ダ
ン
ス
、
ま
た
６
体
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
登
場
な
ど
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
は

焼
き
鳥
や
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な

ど
の
模
擬
店
が

軒
を
連
ね
た
ほ

か
、
体
験
活
動

ブ
ー
ス
や
産
直

市
も
あ
り
、
家

族
連
れ
な
ど
多

く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

第
１
回
学
園
祭
「
く
に
う
み
祭
」

　

去
る
10
月
27
日
、公
益
財
団
法

人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
、

公
益
社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協

会
の
理
事
会
と
全
国
漁
港
漁
場
大

会
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。日

本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、事
業
の
一

環
と
し
て
一
般
社
団
法
人
日
本
損

害
保
険
協
会
の
ご
厚
意
と
消
防
庁

の
ご
配
慮
に
よ
り
、昭
和
57
年
度
か

ら
毎
年
全
国
の
離
島
地
域
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
を

寄
贈
さ
れ
て
お
り
、大
変
う
れ
し
い

こ
と
に
今
年
は
沼
島
が
選
ば
れ
ま

し
た
。関
係
者
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
漁
港
漁
場
大
会
で
は

「
災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
漁
港
施
設
の
防
災
・
減

災
対
策
」を
含
む
来
年
度
事
業
と

予
算
要
求
に
つ
い
て
決
議
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。加
え
て
、永
田
県
議

会
議
員
が
会
長
を
務
め
る
兵
庫
県

水
産
振
興
議
員
連
盟
役
員
の
先
生

方
に
も
お
会
い
し
、災
害
に
強
い
漁

港
・
魚
村
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、要
望
書
を
手
渡
し
、意
見

交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、11
月
13
日
に
は
近
い
将
来

に
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
備
え
、南
あ
わ
じ

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。メ
イ
ン
会
場
の
福
良
小
学
校
で

は
大
勢
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、起
震
車
体
験
や
防
災
講
演
会

な
ど
防
災
学
習
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
各

自
治
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

あ
っ
た
訓
練
を
実
施
い
た
だ
き
、関

係
者
の
方
々
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。市
民
の
皆

さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
災
害
を
正

し
く
恐
れ
、備
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
南
あ
わ
じ
市
が
兵
庫
県

の
防
災
訓
練
の
メ
イ
ン
会
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。井
戸
知
事
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、福
良
湾
で
の
海

上
自
衛
隊
及
び
兵
庫
県
警
に
よ
る

洋
上
救
助
訓
練
を
共
に
視
察
と
、

福
良
港
湾
口
防
波
堤
の
設
置
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
早
期
完
成
を
お
願
い
し
ま
し

た
。さ
ら
に
防
災
訓
練
の
翌
日
に

は
、「
平
成
29
年
度
兵
庫
県
予
算
編

成
に
向
け
た
要
望
書
」を
、洲
本
市

長
、淡
路
市
長
と
と
も
に
井
戸
知
事

に
手
渡
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。私
か

ら
は
防
災
・
減
災
対
策
や
昨
年
発

生
し
た
玉
ね
ぎ
の
ベ
ト
病
対
策
な

ど
に
つ
い
て
要
求
内
容
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
を
基
準
日
に
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
確
定
値
が

10
月
末
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。南

あ
わ
じ
市
に
お
い
て
は
前
回
調
査

（
平
成
22
年
）よ
り
２
９
２
２
人
減

り
、４
万
６
９
１
２
人
と
な
り
ま
し

た
。人
口
減
少
に
対
し
て
は
、少
子

対
策
や
移
住
定
住
促
進
な
ど
の
施

策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、す
ぐ
に

結
果
が
表
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。今
後
も
南
あ
わ
じ
市
の
持

続
的
な
成
長
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

市
内
各
地
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

▲井戸知事と尾原淡路県民局長に福良港湾口防
　波堤の説明をする中田市長

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
商
品
の
玉
葱

を
販
売
し
た
売
上
の
一
部
を
南
あ
わ

じ
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
三
田

青
果
は
「
絆
た
ま
ね
ぎ
」
を
１
箱
当

た
り
50
円
の
寄
附
を
行
う
目
的
で

販
売
し
て
、
今
年
は
４
月
か
ら
10
月

の
間
で
１
３
８
５
箱
の
売
上
を
得
て
、

６
万
９
２
５
０
円
を
市
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。
青
山
巽
哉
社
長
は
「
農
家

さ
ん
に
何
か
お
役
に
立
て
な
い
か
と

思
い
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。

商
い
を
続
け
る
限
り
毎
年
続
け
て
い

　

高
齢
化
の
農
家
や
新
規
農
家

の
支
援
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
三
田
青
果
（
榎
列
）
が
「
絆
プ

き
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


